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メアで再編が起こる事、またその抑制に DNA チェックポイント Rad3/ATR キナーゼが重要である事が分かった。 











DNA チェックポイントキナーゼ Rad3/ATR の寄与について調べると、破壊株では転座とともに同腕染色体の形成が
異常が高頻度で起こる事が分かった。この事から、同腕染色体形成の引き金となる DNA 複製停止や DNA ダメージ
が、セントロメアで生じている事が考えられる。これらの知見は非常に新規性の高いものである事から、学位に値す
るものと認める。 
